
富田林市こどもの権利擁護委員会 （富田林市こどもの権利に関する条例第15条・第16条）

【設置目的】 こどもの権利の擁護・侵害の防止・侵害に対する救済のため、市長の附属機関として設置

資料３-2

組織体制

市 こども

相談・調査専門員 
（３名程度）

会計年度任用職員
例：社会福祉士、心理士、保育士等や

こどもの相談業務経験者等

主に相談担当、
その他擁護委員会の支援
（調整、周知・啓発等）

権利擁護委員会
（３名以内：委員長と委員２名）

非常勤特別職公務員
例：弁護士、大学教員、

公認心理師、元学校関係者等

①から⑥の職務を実施

連携
支援

委嘱

調整
調査
勧告

意見表明

活動状況の報告

・独立性の尊重
・積極的に協力

・勧告等を受けた際は

尊重し、必要な措置

任用

市民等

育ち学ぶ
施設等
私立学校

習い事教室等

保護者

協力

相談

支援

市長教育
委員会

議会

学校 市長部局
の担当課

これらの下に置かれる機関

連携
指示

独立性
の確保

調整
調査
要請

保護者・関係者

事務局
（1名）

庶務
委員会の支援
市と連絡調整

活動状況
の報告

設置予定日

令和９年７月設置予定

※相談業務は
令和９年10月以降開始

設置場所

当初：富田林市役所こども政策課横

移転後：
（仮称）こども・子育てプラザ（東施設）内

相談受付時間

こどもが相談しやすい
時間帯を考慮して決定

職務

①相談対応・必要な支援

こどもからの相談を受け、こどもの話を
丁寧に聴き、信頼関係を気づき、こども
といっしょに解決策を考える

②調査・調整

（調整）こどもの気持ちや思い、こうなっ
てほしいという考えを、こども自身で伝
える支援をしたり、こどもの気持ちを代
弁したりするなど、こどもの意見表明を
支援する

（調査）申立てや自己発意に基づき、こど
もの権利侵害について調査する

③勧告・要請・意見表明等

調査や調整の結果に基づき、関係者に
勧告・要請・意見表明等を実施する

④市への制度改善等の意見表明

⑤周知・啓発

こどもの権利や権利擁護委員会について
周知・啓発を行う

⑥活動報告

【具体的な取組】

・学校や関係団体によるパンフレット（相談用手
紙付き）とチラシの配布

・擁護委員や相談・調査専門員による学校訪問

・こどもの権利ニュースの配布

年に１回、市長と市民等に活動内容を報告
する



富田林市こどもの権利擁護委員会 （富田林市こどもの権利に関する条例第15条・第16条）

相談・救済の流れ

権利擁護
委員会

保護者・市民
育ち学ぶ施設

独自入手情報

相談・調査専門員が対応

初回相談

こどもの気持ちや意見、
考えを丁寧に聴く
（聴かれる権利）

こどもの最善の
利益を考慮

こどもといっしょに
解決策を考える

（こどもの意見表明権）

秘密は守る
※本人の同意なしに
秘密を話さない

相談・調査専門員が権利擁護委員会に
相談内容を報告し、対応を検討

ケース検討会議

解決・終結

審査

調査・調整

こどもの気持ち
を代弁

第三者による
関係の再構築

関係者といっしょに
こどもの最善の利益

を見出す

市への勧告
（行為を是正）

市への
意見表明

（制度改善を是正）

市以外の関係者

への要請

調査・調整の結果
必要に応じて

勧告等を尊重し、
必要な措置をとる

勧告や要請等への対応

状況
報告

積極的に協力
するよう努める

状況
確認

市内在住、在学、在勤の
原則18歳以下のこどもが相談できる

相談

こどもに関することであれば、
保護者や関係者など大人も相談できる

面談・電話・オンラインフォーム・手紙

相談継続

他機関紹介

調整
※擁護委員会と
連携して実施

解決に向けた
働きかけ

権利救済の
申し立て

自己発意

相談・調査
専門員

こども

調査・調整への対応

積極的に
協力する

積極的に協力
するよう努める

市
（市立学校含む）

「元気になった」「もう大丈夫」
「どうしたらよいか分かった」
と思えるまで働きかける

解決まで
継続支援

年次
報告

年次報告

公表

公表

勧告・
意見表明
等の
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